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第５回野口英世アフリカ賞授賞式開催 

8 月 22 日(金)、石破茂内閣総理大臣の主催により、第 5 回野口英世アフリカ賞授賞式が明治記念

館で開催されました。式典には、天皇皇后両陛下ご臨席の下、第 9 回アフリカ開発会議（TICAD9）

に出席したアフリカ諸国首脳、TICAD 共催者、保健医療関係国際機関の長、野口英世アフリカ賞の

選考委員等の約 140 名が出席しました。 

石破茂内閣総理大臣より賞を授与された第 5 回野口英世アフリカ賞受賞者 

医学研究分野受賞者 アブドゥライ・ジムデ博士（写真左）医療活動分野受賞者 DNDi代表 ルイス・ピサロ博士（写真右） 

こちらもぜひご覧ください。

◆内閣府「野口英世アフリカ賞」HP
https://www.cao.go.jp/noguchisho/award/05/ceremony.html
◆授賞式紹介動画

野口英世アフリカ賞 Hideyo Noguchi Africa Prize - YouTube



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アブドゥライ・ジムデ博士 

授賞式では、野口英世アフリカ賞委員会の國井修委員長が受賞者の功績および選考理由を述べた

後、石破茂総理大臣が式辞を述べ、両受賞者（アブドゥライ・ジムデ博士及びＤＮＤi（顧みられな

い病気の新薬開発イニシアティブ））への功績を讃えるとともに、贈賞を行いました。 

また、アフリカ各国を代表して、アフリカ連合議長・アンゴラ共和国大統領 ジョアン・マヌエ

ル・ゴンサルヴェス・ロウレンソ閣下から祝辞をいただき、両受賞者から受賞者スピーチをいただき

ました。 

アブドゥライ・ジムデ博士、ＤＮＤiが受賞 

◆授賞式 式次第 

選考結果報告 國井修 野口英世アフリカ賞委員会委員長 

式辞及び贈賞 石破茂 内閣総理大臣 

祝辞         アフリカ連合議長・アンゴラ共和国大統領 

      ジョアン・マヌエル・ゴンサルヴェス・ロウレンソ閣下 

受賞者スピーチ 

・アブドゥライ・ジムデ博士（医学研究分野；マリ共和国） 

・ルイス・ピサロ代表 ＤＮＤi（顧みられない病気の新薬開発イ

ニシアティブ） 

 

國井修 委員長 石破茂 内閣総理大臣 ジョアン・マヌエル・ゴンサルヴェス 

・ロウレンソ閣下 

天皇皇后両陛下 
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ＤＮＤi ルイス・ピサロ代表 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本政府と日本国民に心から感謝し、

この賞をマリ共和国の人々に捧げます。 

30 年前に研究を始めた時、ピークシーズ

ンの典型的なマリの村では、血液中にマ

ラリア原虫を抱える子供は 75〜90%でした

が、今日では平均 20%となっています。  

これは、マラリアがアフリカの最も困難

な地域でも克服できることを示していま

すが、こうした成果は、気候変動、薬剤

耐性、武力紛争、資金縮小、パンデミッ

ク等によって脅かされています。持続的

な政治的関与、継続的な資金増、マラリ

ア研究への最高品質のアフリカ科学者の

関与、新しいツールの発見と販売のため

の持続的な研究と革新が必要です。 

この賞は、マラリアに対するエネルギー

と専門知識を結集し、最先端の生物医学

研究とイノベーションにおいてより多く

の若い科学者を訓練し、日本の同僚を含

む協力ネットワークを拡大するという決

意の強化を呼びかけるものです。 

いつの日かマラリアのないアフリカとい

う私の夢が現実になるよう、皆さんに努

力とコミットメントを強化いただきたい

と思います。 

日本国民と日本政府への感謝の気持ちを

表現しきれませんが、最後に、マリのド

ゴン語で日本に「ヤアプー、ヤアプー、

ヤガンナ」とお伝えしたいと思います。 

皆様のご清聴に感謝いたします。 

受賞者スピーチ（抜粋） 

■医学研究分野 

アブドゥライ・ジムデ博士 

■医療活動分野 

ＤＮＤi 代表 ルイス・ピサロ博士 
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DNDi は、顧みられない患者のための新

薬を開発するために設立されました。こ

の使命は、常に患者を第一に考えようと

する野口博士の意欲と強く共鳴します。 

コンゴ民主共和国の少年ベニは、ツェツ

ェバエに噛まれ、睡眠病に感染しまし

た。この病気は脳に影響を及ぼします。

彼は学校で苦労し始め、中退せざるをえ

なかったのですが、新しい安全で効果的

な経口薬の治療を受け、治癒しました。 

この新薬は、マラリア、リーシュマニア

症、C 型肝炎などの病気に対して DNDi が

開発した 13 の新しい治療法の 1 つです。  

何百万人もの命が救われました。   

流行国の政府、国際ドナー、製薬会社、

大学の科学者など、熱心なパートナーが

私たちの取り組みに参加しました。日本

の大学や製薬会社とも連携しています。 

私たちの成功は、通常、進歩の成果から

排除されているコミュニティに真の解決

策を提供する科学の力の実証であり、国

際連帯の力の生きた例でもあります。 

これらの価値観は、今日の対外援助の削

減と科学的誠実さへの攻撃により、これ

まで以上に重要になっています。 

顧みられない患者に声を与えてくれた野

口賞委員会のメンバー、より良い医薬品

を見つけるための日本のパートナーの皆

様の素晴らしい努力に感謝します。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発行 内閣府 野口英世アフリカ賞担当室 

〒100-0014 千代田区永田町 1-11-39 永田町合同庁舎 

電話番号: 03-5501-1774 

ホームページ：https://www.cao.go.jp/noguchisho/ 

受賞者の方々は授賞式後、横浜、野口博士の故郷である福島、大阪、長崎を訪れ、各地で歓迎を受けました。 

横浜では、長浜ホールの記念碑へのプレート設置セレモニーに参加されました。 

福島では、知事との懇談後、知事から受賞者に国際交流特別親善大使認証書が授与されました。猪苗代では、

知事主催の昼食会に出席後、野口博士の生家が残る野口英世記念館を訪問。会津若松では、野口英世青春館を

訪問し、高校生との意見交換会に参加されました。 

大阪では、大阪大学感染症センターや企業等を訪れ、大阪大学での講演会に講師として参加されました。 

長崎では、長崎大学での講演会に講師として参加されました。 

第５回野口英世アフリカ賞関連行事 

「野口英世アフリカ賞」の公式 YouTube も新たに開設しました。 

ぜひご覧ください！ 

YouTube  https://www.youtube.com/channel/UCAgxXoAYZScmEdhiv0gDOuA 
X     https://x.com/noguchi_cao 
Facebook https://www.facebook.com/hnapjp/ 

 

野口英世アフリカ賞基金のためのご寄付のお願い 

 

 

 

 

 

■寄付方法のご案内 

ご寄付は以下のウェブサイト（右記 QR コード）からオンラインでお申込みいただけます。 

（クレジット・カード、コンビニ店舗端末、ペイジーでのお支払いが可能です。） 

野口英世アフリカ賞基金ホームページ https://www.jica.go.jp/partner/private/kifu/03.html 
≪寄付に関するお問合せ≫ 

独立行政法人 国際協力機構（JICA）国内事業部 市民参加推進課 寄付金担当 

メールアドレス：jicata-kifu1@jica.go.jp 

フリーダイヤル：０８００‐１００‐５９３１(受付時間 平日１０：００～１２：３０・１３：３０～１７：００)  

ＦＡＸ 番号 ：０３‐６６８９‐４７６０ 

本賞の賞金原資とするため、本賞の趣旨にご賛同いただける方々からのご寄付を募っています。皆さまからいた

だいた善意が、アフリカでの医学・医療の向上に尽力されている方々の活動のために使われます。（寄付は控除

の対象になります。）これまで寄付をお寄せいただいた方々に厚く御礼申し上げます。 

― 野口英世アフリカ賞基金への寄付実績（２００７年～２０２５年８月時点の累計）― 

６５５，９８４，６０４円［個人２，１５７件、法人５７８件（計２，７３５件）］ 

横浜市 長浜ホール 横浜市 旧細菌検査室 福島 野口英世記念館 生家前 福島県知事から認証書授与 

福島 野口英世青春館 大阪大学講演会 長崎大学講演会 高校生との意見交換会 
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